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＜連絡事項＞

· 4/20（金）六角堂祭の参加者として利用者様からデイケア2名、デイナイト１名を本日、午後のミーティングで決める事。

· 本日午後、新人研修、研修会場補佐に伴い、東スタッフが不在となる。

· プログラムの企画書4/16（月）までパソコン内に打ち込む事。

· 能力開発カードを4/20（金）まで提出する事。

＜外来情報＞

· 平　康子様　　～「風邪は治り体調は良い」と話されている。年金管理は自分でしているとの事。

· 奥山　依以子様～現在、1万2000円持っているが、銀行に行って下ろしてきた方が良いか主治医
　　　　　　　　に相談されている。

· 柳町　信之様　～「肛門からの出血はないが、便は硬い」と話される。受診中、にやつきあり。

· 中居　美津子様～「今月いっぱいで今のアパートを出て行かなければいけないのに、アパートが
　　　　　　　　決まらない」と話される。「場所はだいたい目処がついているが、保証人に誰
　　　　　　　　もなってくれない。不動産屋・大家から1年分の家賃（24万円ほど）を支払え
　　　　　　　　ば保証人は不要とのお話あり。姉様からその方向で進めるよう話があったと事。

・　長瀬　紘一郎様～血液検査あり。前回の検査の時は異常がなかった事を説明されている。アロー
ゼン処方あり。

・　鈴木　恵美子様～受診前に｢運動してきた｣と話される。ナパゲルン1本処方あり。

· 中居　松男様　～「年金診断書代3000円使う｡月75000円でやりくりしている」と話される。主
　　　　　　　　治医より無駄使いしないよう助言あり。

· 前野　義勝様　～「メタボリックシンドロームが心配だ｡踊ったり腹筋しているが、ダイエット食

品を使ってみたい」と話されている。主治医より贅沢品だという事を説明受けている。

＜利用者様情報＞　
· 繁名　和恵様　～「物が二重に見える｡体が硬くなる」と訴えありデイケアで休まれている。昼食
　　　　　　　　はレストラン移動にて全量摂取されているが「味がはっきりわからない」と話さ　　　　　　　
　　　　　　　　れている。昼食後デイケアで横になって休まれている。

・我満　奈津紀様～「増薬後、横になっても体がだるい｡眠れない」と訴えあり。顔色不良だが血圧、体温は正常値である。昼食は全量摂取されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その後の面談実施内容）

・今まで子供が学童保育に通っていたが、今は春休みの間1日中一緒で疲れがで
た｡　　

・これからの学校行事の事を考えると不安になる。

　　　　　　　　　・交際相手の方と連絡がとれていない。

　　　　　　　・掃除､洗濯等家事ができない。

　　　　　　　　　・薬はきちんと服用されているとの事。

※今の状態で家事をするのは無理なので、体調が良い時ゆっくり取り掛かるようにし、自宅で休めない時はデイケアに来て休み、スタッフに相談するよう助言する。

・　今野　容子様～　眼瞼の腫脹と目やにがあり、眼科受診され抗生剤の点眼液が処方。
　　　　　　　　　　今朝から点眼されているとの事。
・　横山　耕生様～「昨日外泊から帰り、調子が悪いから休む」とデイケアに連絡があり、青山荘のスタッフに確認。「12時まで他メンバーと話しをし、その後朝4時まで眠れなかった｡理由はいろいろあって言えません」との事。後日面談予定。

・大久保　律子様～｢火、水、木と近辺の居酒屋で飲酒してきた。この事は先生に言わないで｣と話
される。後日､詳細確認予定。

＜デイケア事例検討＞

· 伊藤　雄一様（60歳）　統合失調症　　合併症　高血圧

○デイケア利用開始　Ｈ19年1月4日（1年経過）

○利用率　　70％～95％
○治療計画　デイケアに通所し、生活リズムを保つ。

○最近の様子

· 他者から話し掛けられると適度な交流を持ち過ごされている。（麻雀など）　

· 役割は掃除や食器洗い等の当番は他者と協力しながら行うことが出来ている。料理教室や食器洗い当番が決まらない時は自ら引き受けて参加されている。

· 服装､身だしなみがきちんとされていず、髪が乱れていたり同じ洋服を着ている事がある。

· 運動プログラムには参加されているが､他のプログラムは居眠りが多い。

· 「職員に相談してもどうにもならない。」と自己評価が高い。

○今後について

· 今まで岩手県の住所だったが、八戸市に変更している。「自分は八戸市に住所がないので相談しにくい。」との発言あり今後は住所変更に伴い､自らスタッフに相談してくる事も考えられる。関係機関と情報交換しながら、適度に声掛け・面談を実施。本人が相談しやすいように助言していく。

＜デイケア事例検討＞

· 宮　陽子様（56歳）　統合失調症　　合併症　高血圧

· デイケア利用開始　Ｈ18年4月24日（11ヶ月経過）月・木・金利用

· 水曜日はうみねこ幸房利用

○利用率　　70％～90％
○治療計画　安定した気分を保てるように働きかけて行く。

○最近の様子

· 自主活動ではレース編みに取り組んでいるが「騒がしいと集中できない」と話され、不調を訴える事あり。

· 体調不良や疲労を理由に欠席する事あり

· 昨年１0月の血液検査で総コレステロールが310と高い為1日40ｇ1800calの脂質食となり、今年に入り血液検査の結果、高脂血症治療薬が2月から増薬となる。　

· 薬の忘薬あり昼食後薬をスタッフの前にて服用している。薬のセット忘れが無くなっていたが無くなっていたが今週1回声かけしている。

· 自分から周囲に挨拶し、会話もされ他者への干渉的や配慮に欠ける言動は少なくなっているが、時に場を周囲から離し過ごす事あり。

· 先月下旬、自分のレース編みの作品を数点持参しスタッフやメンバーへ「これ、いくらなら買う？」と売ろうとされることあり、注意している。自身の作品が1000円ほど売れたことでテンションが高くなったのか、うみねこ幸房通所を増やしたいと言う訴えがあったが、自身の状態を振り返ってもらい今まで通りの利用となっている。反面、申し込み期日を無視し急に、自宅外泊したいと言う訴えが多くなっている。

○今後について

· ストレスが溜まりやすいので話を引き出し相談にのっていくようにする。

· 1人で自分のペースで過ごす事を好む傾向がある為、周囲に気を使ったり、精神的に落ち着けない気持ちに至りがちである。様子を見てくつろげる場を提供できるよう働きかける。

（本人が状態不安定な時～声高になる・干渉・イライラ感・他者への話し掛けが増えるなど）

· 自分の思う通りに行動する為､周りが見えず周りのペースを乱してしまう傾向があるので、その都
振り返リを実施していく。

· 過去に怠薬で入院しており、今週も薬のセットを忘れる事あり。服薬の必要性を伝えていく。










